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は
じ
め
に

　

初
代
桜
田
治
助
は
、
近
世
中
期
の
江
戸
歌
舞
伎
に
あ
っ
て
、
戯
作

が
流
行
し
た
当
時
の
時
代
感
覚
を
鋭
く
捉
え
、
庶
民
の
圧
倒
的
な
支

持
を
得
た
狂
言
作
者
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
所
作
事
の
作
詞
に
も
優
れ
た

能
力
を
発
揮
し
て
数
多
く
の
作
品
を
手
掛
け
、
今
日
で
も
、
富
本
節

「
花は
な

川か
わ

戸ど

身み

替が
わ
りの
段（

1
）

」（
通
称
「
身
替
お
俊
」、
天
明
三
年
〈
一
七
八
三
〉
正

月
、
中
村
座
初
演
）、
常
磐
津
節
「
戻
も
ど
り

駕か
ご

色い
ろ
に

相あ
い

肩か
た

」（
通
称
「
戻
駕
」、
天

明
八
年
十
一
月
、
中
村
座
初
演
）
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。
こ
の
浄
瑠
璃
作

詞
の
業
績
を
讃
え
た
も
の
が
、
東
京
柳
島
の
妙
見
山
法
性
寺
の
境
内

に
今
も
残
る
浄
瑠
璃
塚
で
あ
り
、
治
助
の
一
周
忌
に
あ
た
る
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
六
月
二
十
七
日
、
治
助
の
遺
命
に
よ
っ
て
そ
の
門
人

ら
が
建
立
し
た（

2
）

。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
写
本
『
柳
や
な
ぎ

島し
ま

浄じ
ょ
う

瑠る

理り

塚づ
か

奇き

話わ

』は
、こ
の
柳
島
妙
見
を
舞
台
に
し
た
小
説
仕
立
て
の
作
品
で
、

弘
化
五
年
（
嘉
永
元
年
、
一
八
四
八
）
二
月
、
半
化
通
主
人
に
よ
っ
て

執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

待
乳
山
の
辺
り
に
住
む
「
好
者
の
畸
人
」
が
、
早
朝
柳
島
の
妙
見

に
参
詣
し
、
境
内
で
と
あ
る
老
人
に
出
会
う
。
老
人
は
浄
瑠
璃
塚
を

前
に
し
て
、
当
時
の
劇
界
で
重
き
を
な
す
三
代
目
桜
田
治
助
の
批
判

を
す
る
。
好
者
は
始
め
は
反
発
す
る
も
の
の
、
次
第
に
老
人
の
意
見

に
共
感
を
覚
え
る
が
、
老
人
の
姿
は
塚
の
影
に
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。

実
は
こ
の
老
人
こ
そ
、
初
代
治
助
が
現
状
を
憂
い
て
仮
に
顕
し
た
姿

で
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
好
者
、
つ
ま
り
は
半
化
通
主
人
が
、
家

に
帰
っ
て
綴
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
う
構
成
に
な
る
。

　
「
奇
話
」
の
体
裁
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
実
質
的
に
は
、
老
人
（
初

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
柳
島
浄
瑠
理
塚
奇
話
』

光
延　

真
哉
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代
治
助
）
の
言
と
い
う
設
定
を
借
り
た
、
著
者
自
身
に
よ
る
三
代
目

治
助
批
判
の
書
と
言
え
よ
う
。
そ
の
批
判
の
対
象
は
幅
広
く
、
三
代

目
の
性
行
に
始
ま
り
、
脚
色
の
特
徴
、
浄
瑠
璃
の
作
詞
法
、
名
題
の

付
け
方
に
ま
で
及
ぶ
。
詳
細
に
つ
い
て
は
解
題
で
述
べ
る
こ
と
と
し
、

以
下
、
本
書
の
書
誌
と
翻
刻
を
掲
げ
る
。

書
誌

〔
底
本
〕
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
（
一
一
六-

六
一
）。

〔
書
型
〕写
本
。半
紙
本
。袋
綴
、一
冊
。縦
本（
二
三
・
八
㎝
�
������






×������







一
六
・
二
㎝
）。

〔
表
紙
〕
原
表
紙
。
菜
の
花
色
。
蜀
江
錦
紋
空
押
。

〔
記
載
書
名
〕�

外
題
、「
柳
島
浄
瑠
理
冢
奇
話
」（
原
題
簽
。
墨
書
。
左
肩
。

白
色
無
地
短
冊
形
）。
扉
題
、「
柳
島
浄
瑠
理
冢
奇
話
」。

巻
首
題
、「
柳
島
浄
瑠
理
塚
奇
話
」。

〔
匡
郭
〕
な
し
。
字
高
、
一
九
・
二
㎝
�
������






×������







一
三
・
〇
㎝
。

〔
柱
刻
〕
な
し
。

〔
丁
数
〕�

丁
付
な
し
。
十
三
丁
半
（
扉
、
半
丁
。
本
文
・
奥
書
、
十
一
丁
。

識
語
、
一
丁
。
貼
紙
、
一
丁（

3
））。

〔
行
数
〕
本
文
、九
行
。
識
語
、十
二
行
・
十
一
行
。
貼
紙
、九
行
・
十
行
。

〔
蔵
書
印
〕�

本
文
第
一
丁
表
に
、「
岩
瀬
文
庫
」（
四
・
〇
㎝
�
�������






×�������







一
・
三
㎝
、朱
・

方
印
）、「
か
な
が
き
ぶ
ん
こ
」（
三
・
〇
㎝
�
�������







×�������








二
・
〇
㎝
、
朱
・

楕
円
印
）。

〔
挿
絵
〕
な
し
。

〔
諸
本
〕
な
し
。

翻
刻

〔
凡
例
〕

一
、�

原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

な
お
、
清
濁
は
原
本
通
り
と
し
た
。

一
、�「
ハ
」「
ミ
」「
ニ
」
は
平
仮
名
と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
、
文
中
の

小
字
の
片
仮
名
に
つ
い
て
は
、
捨
仮
名
で
あ
る
場
合
は
小
字
右

寄
せ
と
し
、
送
り
仮
名
の
場
合
は
平
仮
名
に
直
し
大
字
に
改
め

た
。
助
詞
「
江
」
は
原
本
の
ま
ま
と
し
、
小
字
で
示
し
た
。

一
、�

本
文
に
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
、訂
正
後
の
文
字
を
採
用
し
、

訂
正
前
の
文
字
は
ル
ビ
の
位
置
に
（　

）
で
示
し
た
。

一
、�

用
字
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、そ
の
文
字
の
ル
ビ
の
位
置
に
（
マ
マ
）

を
付
し
た
。

一
、�

原
本
で
は
大
名
題
が
太
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
太
字

の
ゴ
チ
ッ
ク
体
を
用
い
て
表
記
し
た
。

一
、�

丁
数
は
本
文
第
一
丁
か
ら
数
え
始
め
、丁
末
に（
一
丁
オ
）（
一
丁
ウ
）

の
形
で
改
丁
を
示
し
た
。

一
、�
原
本
で
は
、
識
語
の
狂
歌
を
除
き
、
全
て
追
込
み
で
表
記
さ
れ

て
い
る
。
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
適
宜
改
行
を
施
し
た
。
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一
、
そ
の
他
の
注
記
に
つ
い
て
は
（　

）
で
示
し
た
。

〔
表
紙
〕

柳
島
浄
瑠
璃
冢
奇
話

〔
扉
〕

柳
島
浄
瑠
璃
冢
奇
話

〔
本
文
〕

柳
島
浄
瑠
璃
塚
奇
話

　

哀
れ
と
は
夕
越
て
行
人
も
見
よ
と
戸
田
茂
睡
入
道
の
つ
ら
ね
た
る
、

待
乳
の
山
の
辺
り
に
住
む
好
者
の
畸
人
有
け
り
。
ひ
と
日
、
つ
と
に

目
さ
め
浅
草
の
鐘
を
聞
つ
ゝ
、
亀
井
戸
の
天
神
へ
朝
参
り
を
し
、
臥

龍
梅
の
香
も
き
か
ん
も
の
と
、
独
吾
妻
橋
よ
り
柳
島
へ
と
あ
ゆ
み
行

に
、
ま
だ
春
風
の
身
に
し
み
な
が
ら
、
さ
す
が
に
春
の
景
色
の
心
は

れ
や
か
に
な
り
け
る
よ
と
独
ご
ち
つ
ゝ
、
妙
見
宮
の
前
に
行
に
、
今

門
を
開
き
し
と
見
へ
、
参
詣
人
も
一
人
二
人
に
て
静
な
る
こ
と
得
も

い
は
れ
す
。

　

頓
て
拝
み
終
り
て
寺
内
の
碑
な
ど
詠
め
あ
り
き
し
に
、
茶
店
の
簾

片
寄
せ
し
床
几
の
は
し
に
（
一
丁
オ
）
年
の
頃
六
十
計
り
の
老
人
、
摺

火
打
に
て
烟
草
を
呑
居
た
り
け
れ
ば
、
此
火
を
か
ら
ん
つ
い
せ
う
に
、

朝
ま
だ
き
に
よ
く
参
詣
有
し
な
と
詞
を
か
け
、
頓
て
羽
本
ノ
マ
ヽ
兵
（
巽
カ
）
隅
な

る
浄
瑠
璃
塚
の
前
に
立
、
初
代
桜
田
左
交
の
頃
は
富
本
も
盛
ん
な
り

し
に
、
今
は
清
元
な
ど
一
流
出
て
世
に
す
た
り
、
色
か
へ
ぬ
常
盤
（
マ
マ
）津

の
家
の
い
さ
を
し
抔
と
独
り
う
な
づ
き
、
碑
に
刻
め
る
連
名
を
読
下

し
居
た
り
し
を
、
か
の
老
人
、
き
せ
る
を
提
つ
ゝ
傍
に
よ
り
、

　

足
下
は
桜
田
か
浄
る
り
塚
を
詠
お
は
す
か
ら
は
、
此
業
に
も
知
る

人
有
と
み
へ
た
り
。
そ
も
、
此
初
代
治
助
左
交
は
堀
越
菜
陽
の
門
人

に
し
て
、
中
興
此
道
の
名
誉
と
も
称
す
べ
し
。
そ
の
身
は
柳
巷
花
街

に
遊
ふ
事
を
好
み
、
女
郎
の
癪
情
を
（
一
丁
ウ
）
う
が
ち
、
年
七
十
に

及
ひ
ぬ
れ
ど
、
一
夜
に
て
も
大
門
を
く
ゞ
ら
ず
は
寝
付
事
を
得
ず
と
、

我
口
よ
り
い
へ
る
程
の
男
に
て
、
放
蕩
な
る
身
持
を
知
る
べ
し
。
さ

れ
ば
こ
そ
、
浄
る
り
の
文
談
に
も
、
口
に
つ
の
た
ま
る
計
り
の
名
文

を
書
つ
ら
ね
、
数
年
立
ど
も
、
今
に
そ
の
浄
る
り
の
す
た
ら
ぬ
処
感

ず
へ
し
。

　

こ
の
二
代
目
を
継
し
は
松
島
半
治
、
俳
名
を
て
う
ふ
と
い
ひ
し
も

の
、
師
の
名
を
譲
り
受
、
治
助
左
交
と
名
の
り
し
が
、
よ
く
師
の
風

を
呑
込
み
て
、
浄
る
り
又
名
題
に
も
今
に
残
れ
る
あ
り
。
さ
れ
ど
、

初
代
に
は
及
ふ
べ
か
ら
す
。
今
又
、
半
治
の
門
人
な
る
が
、
三
代
目

桜
田
と
名
乗
る
者
も
有
よ
し
。
嗚
呼
、
世
の
末
に
な
り
、
諸
芸
皆
地

に
落
た
り
。
三
代
、
五
代
と
名
の
み
継
、
皆
故
人
の
つ
ら
に
泥
を
（
二

丁
オ
）
塗
る
に
至
る
べ
し
。
悲
し
き
哉
と
嘆
息
し
て
、
火
打
取
出
し

烟
り
の
輪
を
吹
ゐ
た
る
に
ぞ
。

　

好
者
の
若
者
、
今
の
世
の
も
の
を
い
や
し
め
ら
る
ゝ
を
心
中
に
怒
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り
い
れ
は
、
共
に
煙
草
に
火
皿
を
合
せ
つ
ゝ
い
ふ
や
う
、

　

老
人
の
詞
に
も
一
理
あ
れ
ど
、
今
の
世
の
も
の
と
て
も
、
そ
ふ
ひ

と
つ
ら
に
い
や
し
む
る
の
み
に
は
あ
ら
じ
か
し
。
既
に
俳
優
者
流
の

似
顔
に
て
も
、
勝
川
春
章
等
の
頃
は
古
風
に
て
、
見
る
に
よ
し
な
し
。

近
く
は
槙
町
の
一
陽
斎
、
此
道
に
妙
を
得
た
り
し
も
、
今
五
渡
亭
二

代
の
豊
国
と
な
り
、
又
々
新
奇
妙

く
を
画
く
。
是
に
お
と
ら
し
と
、

国
芳
さ
ま

く
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
日

く
に
新
し
。

　

今
老
人
の
な
じ
ら
る
ゝ
三
代
桜
田
左
交
と
い
ふ
は
、
始
音
助
と
呼

で
半
治
左
交
の
門
人
（
二
丁
ウ
）
な
り
し
が
、
当
時
猿
若
町
三
座
の

作
者
に
於
て
は
、
是
に
並
ぶ
も
の
一
人
も
あ
ら
ず
。
其
上
、
当
時
三

都
に（
の
）一
人
の
親
玉
と
賞
じ
る
中
村
歌
右
衛
門
翫
雀
の
心
に
叶
ひ
、
今

年
々
、
坐
頭
始
名
題
の
顔
は
、
割
振
を
も
つ
て
三
座
に
廻
り
住
む
事

也
。
左
交
身
は
、二
町
目
市
村
座
に
住
で
立
作
り
の
坐
に
お
り
、翫
雀
、

一
丁
目
三
丁
目
の
座
に
行
時
は
、
桜
田
も
同
し
く
行
。
是
に
て
両
座

掛
持
な
り
。

　

門
弟
に
は
松
嶋
、梅
沢
の
二
派
有
て
、何
作
角
治
と
呼
る
も
の
数
多
、

皆
師
匠

く
と
尊
敬
し
て
広
大
な
る
勢
也
。
又
、
浄
瑠
璃
と
て
も
替

り
毎
に
、
翫
雀
、
家
橘
と
所
作
事
名
誉
の
俳
優
家
ゆ
へ
、
新
作
出
て

薄
物
出
板
数
多
也
。
必
し
も
当
時
の
人
を
易
く
見
お
と
し
給
ふ
事
な

か
れ
と
、
ま
の
（
三
丁
オ
）
あ
た
り
見
る
が
如
く
に
述
け
れ
は
、
老
人

あ
ざ
笑
て
、

　

世
に
盲
千
人
目
明
千
人
と
は
よ
く
叶
ひ
し
詞
な
り
。
足
下
、
戯
場

の
事
を
く
は
し
く
知
り
給
ふ
に
似
合
す
、
皆
無
（
マ
マ
）素
人
の
骨
張
也
。
始

め
に
い
は
れ
し
画
師
の
事
に
も
論
あ
れ
共
、
此
事
に
預
か
ら
ざ
れ
ば

言
す
。
当
時
三
代
目
左
交
は
、
今
両
座
掛
持
の
作
者
に
て
、
空
飛
鳥

も
落
る
勢
ひ
と
の
事
、
是
嘆
か
は
し
き
事
の
第
一
な
り
。
翁
、
ほ
の

か
に
聞
ば
、
此
程
胡
麻
摺
と
呼
で
、
以
前
の
通
言
ヲ
ベ
ツ
カ
の
改
名

せ
し
よ
し
。
そ
の
胡
麻
摺
世
に
行
れ
て
、
我
も

く
と
摺
子
木
の
先

を
も
つ
て
す
り
か
ち
の
世
の
中
と
や
。
そ
の
胡
麻
よ
り
起
つ
て
、
両

座
掛
持
と
成
な
り
。

　

今
三
都
の
惣
親
玉
翫
雀
、
桜
田
を
贔
屓
す
る
は
兼
て
き
く
。
以
前

翫
雀
（
三
丁
ウ
）
先
師
梅
玉
に
呼
れ
上
方
へ
趣
し
頃
、
今
の
左
交
、
名

題
役
者
は
追
々
故
人
と
な
り
時
に
お
く
れ
、
頼
む
方
な
き
身
な
り
け

れ
ば
、
冬
品
川
の
新
海
苔
の
走
り
を
求
め
翫
雀
の
も
と
へ
送
り
し
に
、

翫
雀
、
東
都
よ
り
捨
ず
、
深
切
を
尽
す
も
の
は
治
助
也
と
て
、
江
戸

に
帰
り
て
後
も
取
立
て
、
立
作
者
と
は
な
し
た
る
也
。
故
に
今
に
て

思
へ
ば
、
胡
麻
に
海
苔
を
送
り
し
ゆ
へ
、
成
駒
の
腹
心
と
な
り
た
る

な
れ
ば
、
是
な
ん
の
り
ご
ま
や
と
も
名
乗
る
べ
し
。

　

又
、
翁
の
思
ふ
に
は
、
俳
名
左
交
は
先
祖
の
名
を
け
が
す
に
至
れ

は
、
向
後
、
脱ダ
ツ

江（
マ
マ
）と
か
ゆ
べ
し
。
博バ
ク

好
な
ら
ば
、
故
福
森
吉
助
の
別

名
な
れ
ど
、
桜
田
だ
つ
か
う
と
改
名
せ
ん
に
は
其
謂
あ
り
。
門
弟
に

は
何
も
の
に
も
せ
よ
、
皆
梅
沢
、
松
島
（
四
丁
オ
）
を
名
乗
ら
せ
、
い



− 133 −

ぼ
治
、
穴
治
、
切
れ
治
、
走
り
治
、
肉
治
抔
と
、
何
の
字
の
下
に
て

も
治
を
附
て
遣
ふ
が
ゆ
へ
、
是
五
痔
の
其
師
匠
な
れ
ば
、
脱
江
と
付

る
事
、
似
合
し
き
名
と
い
ふ
べ
し
。

　

そ
の
上
、
年
ン
に
作
者
の
給
金
い
く
ら
と
定
め
、
渡
し
普
請
を
受

取
た
れ
ば
、
能
下
職
の
二
枚
目
三
枚
目
と
行
儀
正
し
き
者
を
抱
入
る

に
は
、我
身
上
の
減
し
る
事
な
れ
ば
、只
何
の
能
も
な
き
も
の
を
寄
せ
、

人
数
さ
へ
八
人
と
か
十
人
と
か
楽
屋
に
置
の
み
に
て
、
そ
の
不
行
儀

な
る
事
言
語
に
絶
た
り
。近
く
い
へ
ば
、ガ
エ
ン
の
折
助
部
屋
の
如
く
、

風
流
風
雅
は
扨
置
、
滑
稽
な
る
事
も
な
く
、
行
末
作
者
に
な
ら
ん
所

存
な
け
れ
ば
、
女
郎
屋
の
居
残
り
に
な
り
（
四
丁
ウ
）
た
ら
ん
心
な
る

べ
し
。
是
皆
、
上
ミ
を
学
ふ
の
習
ひ
な
れ
ば
、
当
時
の
桜
田
、
弟
子

共
に
向
つ
て
其
異
見
も
得
せ
ず
、
お
め

く
と
詠
め
ゐ
る
の
み
な
り
。

　

そ
の
始
、
狂
言
方
の
折
よ
り
、
赤
き
襦
袢
の
袖
口
を
ひ
ら
め
か
し
、

余
所
目
に
は
牽
頭
抔
か
と
も
言
は
る
ゝ
を
是
と
し
て
、
緋
縮
緬
の
袖

口
に
の
み
身
上
を
入
れ
込
し
は
、
虚
名
を
売
ん
下
工
み
な
れ
ど
も
、

衣
体
に
清
き
を
尽
し
吟
じ
だ
て
す
る
共
、
永
く
続
く
べ
か
ら
す
。
髪

か
た
ち
を
異
よ
ふ
に
す
と
も
、
其
身
に
備
は
る
風
雅
な
く
て
は
う
つ

ら
ず
。
そ
れ
を
思
ひ
是
を
案
じ
て
、
緋
ち
り
め
ん
の
袖
口
と
は
勘
略

な
る
考
へ
な
り
。
新
ら
た
に
切
た
て
と
り
（
マ
マ
）共
、価
を
知
れ
た
る
も
の
ゝ

上
に
着
（
五
丁
オ
）
古
し
た
り
共
、
古
ぎ
れ
女
房
の
不
断
の
下
着
に
は

間
に
合
ふ
事
あ
る
へ
し
。
一
ヶ
月
に
一
度
づ
ゝ
着
か
へ
た
り
共
、
す

こ
し
の
費
に
て
事
足
り
ぬ
。
中
に
は
所
が
ら
な
れ
ば
、
仮
宅
抔
立
帰

り
の
節
は
、
女
郎
芸
者
の
長
襦
袢
、
一
、二
度
着
た
る
着
古
し
を
求
め

て
間
に
あ
ふ
事
も
有
べ
し
。
此
男
に
此
病
あ
り
と
、
馬
鹿
な
所
に
見

識
を
張
る
は
此
赤
襦
袢
計
り
也
。
頓
て
還
暦
に
も
な
り
な
ば
、
小
紋

か
縞
の
襦
袢
に
な
る
べ
し
。

　

又
、
近
頃
浄
瑠
璃
の
薄
物
に
、
狂
言
堂
左
交
と
し
る
せ
し
も
の
数

多
出
る
よ
し
。
こ
れ
ら
は
、
誠
に
聞
も
う
る
さ
き
事
也
か
し
。
初
代

の
作
文
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
、
二
代
目
に
す
ら
、
よ
す
る
渚
に
世
を

い
た
ふ
と
、
汐
汲
の
（
五
丁
ウ
）
文
句
ひ
と
く
だ
り
に
て
も
、
相
応
の

も
の
は
よ
み
た
る
に
て
し
る
ゝ
な
り
。
今
や
浄
瑠
璃
の
文
句
、
市
中

に
は
、是
は
誰

く
が
踊
り
し
時
の
文
句
と
い
ふ
事
を
聞
ず
。所
作
事
、

踊
り
一
変
し
て
、
大
方
は
豆
蔵
、
お
で
ゝ
子
、
お
万
が
飴
売
、
や
と
ゝ

ん
と
ろ
つ
く
大
神
楽
、
ジ
ヤ
ン
ケ
ン
に
す
こ
し
の
当
り
を
と
れ
ば
、

次
は
何
け
ん
、
そ
の
次
は
何
拳
と
と
な
へ
の
替
る
の
み
に
し
て
、
ト
ヾ

は
、
高
砂
の

く
と
菓
子
売
の
つ
ら
ね
に
習
ひ
、
跡
先
は
乞
食
つ
ぎ

に
継
合
し
て
、
狂
言
の
つ
ま
り
は
夢
に
す
る
事
、
当
時
の
桜
田
大
得

手
也
。

　

夢
も
狂
言
の
一
の
道
具
に
て
、
一
年
に
一
度
位
は
あ
る
べ
し
。
一

日
の
狂
言
の
内
に
、
頼
政
紫
宸
殿
に
て
鵺
を
射
る
、
引
ぬ
き
に
な
つ

て
大
神
楽
を
踊
り
（
六
丁
オ
）、
夫
が
皆
船
中
に
て
佐
藤
朝
清
が
夢
を

見
し
と
は
何
の
事
ぞ
や
。
い
か
に
夢
に
疵
を
ひ
る
よ
う
な
狂
言
た
り
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と
て
、
す
こ
し
は
理
屈
も
有
べ
き
筈
。
替
り
毎
、
二
軒
の
座
に
夢

く
と
い
へ
ば
、
六
替
り
づ
ゝ
十
二
替
り
、
壱
番
目
、
二
番
目
と
わ

か
る
れ
ば
、
廿
四
幕
の
夢
也
け
り
。
何
事
も
夢
の
世
の
中
と
は
昔
よ

り
い
へ
ど
も
、
実
は
当
時
の
桜
田
よ
り
い
ひ
始
る
な
ら
ん
。

　

尤
、
浄
る
り
の
文
談
に
花
車
風
流
あ
る
は
、
古
言
ン
枕
詞
抔
を
用

ひ
ね
ば
、
注
解
な
く
共
婦
女
小
児
の
耳
へ
も
能
通
じ
、
豆
蔵
、
菓
子

売
の
口
真
似
を
す
る
事
に
な
ん
。
い
と
浅
ま
し
。
そ
の
余
の
所
付
の

文
句
は
、
自
ら
草
を
と
ら
ず
式
佐
へ
渡
す
。
式
佐
、
手
を
付
る
に
勝

手
よ
き
様
に
拵
へ
、
文
句
（
六
丁
ウ
）
始
に
終
り
連
続
せ
ず
、
そ
の
時

く
切
に
て
済
事
也
。
是
が
ゆ
へ
に
、
新
浄
る
り
は
勿
論
、
踊
稽
古

等
に
す
る
も
の
一
人
も
な
し
。薄
も
の
ゝ
本
は
、猶
更
う
れ
る
事
な
し
。

　

狂
言
堂
と
は
、河
竹
文
治
、後
瀬
川
如
皐
と
い
ひ
し
老
人
の
号
な
り
。

死
後
、
い
は
ゆ
る
胡
麻
を
摺
て
其
名
を
取
込
み
、
今
桜
田
の
名
を
継

な
か
ら
、
別
号
は
如
皐
の
狂
言
堂
也
。

　

元
来
、
狂
言
道
に
入
て
執
行
浅
く
、
外
に
人
な
き
に
よ
つ
て
、
い

は
ゆ
る
不
尽
の
流
れ
込
み
を
取
り
、
誰
も
ゆ
る
さ
ぬ
建
作
者
と
成
り

し
ゆ
へ
、
狂
言
の
数
す
く
な
し
。
そ
の
上
、
二
座
掛
持
を
す
る
ゆ
へ
、

又
し
て
も

く
同
じ
世
界
の
物
を
い
ひ
出
し
、
た
ま

く
上
方
狂
言

の
正
本
を
か
り
る
時
は
、
そ
れ
を
は
め
ん
と
す
。
も
し
、
其
座
に
（
七

丁
オ
）
故
障
有
て
土
蔵
と
な
る
時
は
、
隣
の
座
に
て
直
に
は
め
る
。

世
に
は
め
物
と
は
い
へ
共
、
は
め
も
の
ほ
ど
む
づ
か
し
く
、
小
面
倒

な
る
物
は
な
し
。
そ
れ
を
論
す
る
事
な
く
、
菅
原
に
は
ま
ら
ね
ば
一

の
谷
に
は
め
ん
、
お
染
久
松
に
は
ま
ら
ぬ
時
は
先
代
萩
に
は
め
ん
と
、

む
り
や
り
に
名
の
み
直
し
て
い
る
ゝ
事
ゆ
へ
、
初
日
よ
り
終
る
日
迄
、

首
尾
連
続
す
る
事
な
し
。
継
ぎ
れ
を
当
る
を
上
手
の
手
に
て
す
る
時

は
、
継
目
余
所
め
に
つ
か
ず
。
今
す
る
所
は
乞
食
継
と
て
、
縞
目
、

小
紋
目
も
構
は
ず
、
焼
穴
を
ふ
さ
ぐ
の
み
也
。
こ
れ
等
の
わ
け
有
ゆ

へ
に
、
足
下
を
盲
千
人
の
数
に
入
れ
し
也
。
こ
は
、
翁
が
ひ
が
こ
と

か
は
知
ら
ね
ど
、い
は
で
過
ん
も
腹
ふ
く
る
ゝ
に
似
た
れ
ば
（
七
丁
ウ
）

申
な
れ
。
ゆ
る
さ
せ
給
へ
と
老
人
の
詞
、
一
々
理
に
ふ
く
せ
ば
、
好

者
の
畸
人
感
じ
入
、

　

な
る
程
、
そ
の
源
を
し
ら
ず
し
て
、
誉
そ
し
る
は
是
我
好
者
の
ひ

が
こ
と
也
。
我
迚
も
、
そ
の
桜
田
に
親
類
に
も
あ
ら
ず
、
朋
友
に
て

も
な
け
ね
ど
、
此
頃
一
丁
目
の
浄
る
り
に
松
鶴
亀
の
拳
有
て
、
歌
右

衛
門
、
三
十
郎
、
九
蔵
の
似
顔
出
た
り
。
上
に
は
梅
の
屋
と
か
い
へ

る
狂
歌
の
大
人
の
歌
也
と
て
、
桜
田
を
ほ
め
た
る
あ
り
。
今
、
翁
の

詞
に
て
は
、
あ
れ
ら
も
所
謂
胡
麻
摺
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
と
笑
ひ
け

れ
ば
、
翁
重
て
云
ふ
。

　

名
題
を
附
ヶ
、
浄
る
り
の
文
句
を
書
並
べ
て
、
昔
は
建
作
り
の
役

目
済
し
事
も
有
け
り
。
そ
の
時
に
は
、
二
枚
め
、
三
枚
め
に
直
り
た

る
も
の
、
建
作
り
に
も
お
さ

く
劣
ら
ぬ
手
合
（
八
丁
オ
）
揃
ひ
し
ゆ

へ
也
。
今
、
狂
言
の
書
入
さ
へ
む
づ
か
し
き
に
、
名
題
と
浄
る
り
に
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て
書
す
ま
せ
、
跡
は
逃
ふ

く
と
逃
支
度
を
す
る
が
ゆ
へ
に
、
五
日

の
稽
古
が
七
日
に
成
り
、
七
日
が
十
日
に
延
る
そ
の
内
、
誂
へ
も
の
ゝ

多
そ
ふ
な
る
日
に
は
、
深
川
へ
と
ぢ
籠
り
、
行
ず
に
し
ま
ふ
。
二
枚

め
、
三
枚
め
も
な
き
芝
居
ゆ
へ
、
諸
事
役
者
が
勝
手
の
よ
き
よ
ふ
に

口
だ
て
と
な
り
、
そ
の
場
の
稽
古
す
る
も
の
、
よ
ふ

く
飛

く
に

せ
り
ふ
書
入
置
程
の
事
也
。
よ
つ
て
、
後
日
に
取
出
し
読
下
す
に
よ

み
下
ら
ず
、
正
本
の
表
と
舞
台（
衆
）と
は
、
不
残
違
ひ
有
が
如
し
。
三
町

目
の
町
界
に
大
き
な
る
穴
を
掘
ら
せ
、
入
定
し
た
る
心
に
て
隠
れ
居

て
、稽
古
は
済
て
出
揃
の
済
な
ど
せ
し
時
計
り
顔
を
出
し
て（
八
丁
ウ
）、

金
と
ろ
ふ

く
と
の
み
考
へ
る
仕
方
也
。

　

中
興
、
役
者
の
俳
名
を
名
題
に
読
入
る
事
、
書
入
る
事
を
仕
出
せ

し
が
、
夫
と
て
も
ま
れ

く
に
て
、
四
季
と
か
五
節
句
と
か
、
或
は

七
化
の
類
ひ
の
折
は
、
そ
の
仕
手
方
を
顕
は
さ
ん
が
た
め
附
し
事
あ

り
。
今
は
替
り
目
毎
に
歌
右
衛
門
の
座
に
は
、
歌
、
成
、
雀
、
翫
の

字
の
な
き
事
は
な
し
。
宗
十
郎
な
れ
ば
、
丸
に
い
の
字
、
訥
子
な
ど

書
入
ね
ば
な
ら
ぬ
事
の
よ
う
に
心
得
し
こ
そ
情
な
き
。名
題
、小
名
題
、

段
書
抔
は
、
今
時
い
か
程
に
妙
案
を
述
る
共
、
誰
か
一
人
も
是
を
読

む
者
な
し
。
な
れ
共
、
古
く
よ
り
出
来
る
事
な
れ
ば
、
狂
言
書
終
る

迄
の
間

く
に
、
た
は
む
れ
て
書
並
べ
、
気
を
や
る
事
也
。
さ
れ
ば
、

う
が
ち
し
事
よ
り
、
そ
の
世
界
の
能
わ
か
り
（
九
丁
オ
）、
文
字
、
文

談
に
書
損
な
き
よ
ふ
に
あ
り
た
し
。

　

去
冬
顔
見
勢
の
名
題
、
一
丁
目
、
八や

嶋
し
ま
の

裏う
ら

梅
む
め
の

競
か
ほ
み
せと
か
聞
し
が
、

是
は
裏
梅
、
翫
雀
の
紋
を
書
入
し
も
の
と
聞
ゆ
。
二
丁
目
、
源げ
ん

家け

八は
ち

代だ
い

恵
め
ぐ
み
の

剛つ
は

者も
の

、
是
団
十
郎
に
て
、
八
代
目
と
書
入
れ
し
と
思
は
る
。

一
替
り

く
、
地
口
、
も
ぢ
り
、
冠
附
の
名
題
聞
も
う
る
さ
し
。
此

春
、
一
丁
目
の
小
書
に
、
玉た
ま

櫛
く
し
げ

妼
よ
そ
ほ
ひ

曽そ

我が

と
あ
り
。
玉
の
櫛
と
書
て
、

玉
く
し
げ
と
は
読
べ
か
ら
ず
。
櫛く
し

も
匣く
し
げも
同
じ
よ
ふ
に
心
得
し
も
の

か
。
古
き
文
句
に
も
、
誰
あ
る
か
く
し
げ
鏡
だ
い
を
持
ち
や
抔
と
あ

り
。玉
く
し
げ
を
枕
詞
に
遣
は
ん
に
は
、箱
根
の
山
の
花
す
み
れ
と
か
、

二
見
の
浦
に
ど
ふ
し
て
と
か
、
是
も
匣
を
あ
け
る
く
し
げ
の
蓋
と
身

を
い
ひ
し
も
の
也
。
是
等
さ
へ
心
得
ず
し
て
（
九
丁
ウ
）、
名
題
を
附

る
事
、
恥
を
知
ら
ぬ
と
い
ふ
な
る
へ
し
。

　

又
、
二
番
目
の
名
題
に
、
是
は
浪
花
の
聚
楽
町
に
有
し
昔
の
胡
椒

頭
巾
を
、
江
戸
紫
に
染
か
へ
て
仕
立
直
せ
し
手
ぎ
は
の
拙
作
と
か
書

て
、
褄つ
ま

二か
さ
ね重
梅
む
め
の

由よ
し

兵べ

衛い

と
あ
り
。
昔
の
川
柳
点
に
、
拝
領
の
頭
巾
梶

原
縫
ち
ゞ
め
と
有
と
は
か
は
り
、
此
こ
せ
う
頭
巾
と
い
ふ
は
、
い
か

な
る
大
き
な
る
頭
に
冠
り
し
も
の
か
。
江
戸
紫
に
染
か
へ
て
つ
ま
が

さ
ね
と
い
へ
ば
、
着
物
の
裾
廻
し
計
り
に
て
も
、
二
枚
重
ね
ず
は
、

つ
ま
が
さ
ね
と
は
言
べ
か
ら
す
。
そ
の
つ
ま
が
さ
ね
に
頭
巾
を
つ
ぶ

し
て
、
紫
に
染
か
へ
る
位
な
ら
ば
、
こ
せ
う
頭
巾
は
一
反
あ
ま
り
も

裂
の
あ
る
も
の
と
み
ゆ
。
い
か
な
る
頼
朝
公
に
て
も
、
そ
ふ
大
騒（
マ
マ
）な

る
頭
巾
は
め
さ
れ
ま
じ
。
大
仏
の
頭
巾
（
十
丁
オ
）
と
も
思
は
る
べ
し
。
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二
丁
目
の
名
題
、
か
し
く
の
世
界
を
き
か
せ
た
さ
に
か
、
初
春
の

御
寿
曽
我
も
情
な
き
事
な
ら
す
や
。
初
春
寿
曽
我
に
て
事
た
り
な
ん
。

三
升
独
鈷
博
多
襠
も
お
た
や
か
な
ら
ず
。
所
謂
胡
麻
の
摺
す
ご
し
に

や
あ
ら
ん
。
あ
ら
よ
し
な
の
人
の
評
判
記
に
て
、
憎
ま
れ
口
を
き
く

も
よ
し
な
し
と
、
に
が
笑
ひ
し
て
述
け
る
に
ぞ
。
好
者
は
ほ
と

く

感
じ
入
、

　

実
に
老
翁
は
俳
優
の
識
者
也
。
今
の
桜
田
と
て
も
い
ま
だ
壮
年
の

事
な
れ
ば
、
人
づ
て
も
あ
ら
は
、
先
キ
よ
り
の
お
物
語
い
ち

く
語
り

聞
せ
な
ば
、誤
（
マ
マ
）ッ
て
非
を
改
む
べ
し
と
い
へ
ば
、老
人
か
し
ら
を
ふ
り
、

　

イ
ヤ

く
、
そ
れ
こ
そ
誠
に
大
き
な
お
世
話
な
る
べ
し
。
も
し
、

彼
も
の
に
聞
せ
な
ば
、そ
れ
ら
は
と
く
よ
り
（
十
丁
ウ
）
承
知
な
れ
ど
、

ま
づ
金
も
ふ
け
が
肝
心
な
れ
ば
、
力
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
逃
歩
行
、
胡

麻
摺
が
第
一
の
職
分
な
り
と
逃
口
い
ふ
に
極
り
ぬ
。
彼
是
と
の
長
物

語
に
日
も
高
く
昇
り
ぬ
。
い
ざ
、
と
暇
を
告
る
と
思
へ
ば
、
か
の
碑

の
影
へ
老
人
は
か
き
消
す
如
く
失
に
け
り
。

　

好
者
は
、
あ
ま
り
噺
の
面
白
さ
に
名
残
を
し
げ
に
見
送
る
内
、
姿

は
み
へ
ず
な
り
け
れ
ば
、
是
な
ん
初
代
の
桜
田
左
交
、
か
り
に
姿
を

あ
ら
は
し
て
、
い
は
れ
ざ
る
贔
屓
の
引
だ
を
し
、
我
名
を
後
に
け
が

さ
れ
し
を
言
と
か
ん
と
て
出
た
る
か
と
、
独
こ
た
へ
独
り
う
な
づ
き

て
我
家
に
か
へ
り
、
翁
が
い
ひ
し
物
語
を
そ
の
侭
書
つ
け
置
事
に
な

む
。（
十
一
丁
オ
）

　
　

峕
弘
化
五
と
せ
申
の
如
月　

金
龍
山
下
に
住　

半
化
通
主
人
誌

　
　

�

右　

花
升
君
の
需
め
給
へ
る
に
応
し
て
、
時
に
文
久
三
戌
年
や

よ
ひ
の
花
朝　

遊
中
逸
史
写
（
花
押
）	

（
十
一
丁
ウ
）

〔
識
語
〕

柳
嶌
の
奇
話
に
よ
せ
て
、
三
世
左
交
ぬ
し
は
其
業
拙
し
と
い
へ
と
も
、

一
時
の
英
名
、
他
の
及
ふ
と
こ
ろ
に
あ
ら
す
、

　
　

�

深
山
木
の
其
さ
く
ら
田
も
時
を
得
て
ゆ
か
み
し
枝
も
匂
ふ
ひ
と

か
ふ

此
大
人
は
、常
に
緋
ち
り
め
ん
の
襦
袢
の
袖
、世
の
人
知
る
処
な
れ
は
、

　
　

�

あ
か
ね
さ
す
襦
袢
の
袖
は
立
昇
る
朝
日
に
匂
ふ
御三

世代
の
さ
く
ら

た

三
世
左
交
子
は
、深
川
仲
町
見
板
、山
城
屋
達
磨
平
吉
か
聟
な
れ
と
も
、

泰
山
の
業
を
受
す
、
狂
言
著
述
に
眼
を
さ
ら
す
。
さ
れ
と
も
、
新
奇

妙
案
は
見
へ
す
、
故
人
の
足
跡
を
追
ふ
の
み
。

　
　

�

深
川
の
濁
り
に
し
ま
ぬ
こ
ゝ
ろ
も
て
故
人
の
さ
く
を
見
れ
は
あ

さ
む
く

右
三
首
狂
歌
は
、
義
兄
狂
言
堂
老
爺
寄
、
平
生
詠
之
。
巴
月
閑
人
酔

中
吟
。（
十
二
丁
オ
）

　
　
　
　

�

旧
友
河
竹
其
水
子
は
、
当
時
市
中
の
人
気
を
の
み
作
文
の

洒
落
、
故
人
の
衣
体
を
尊
し
と
せ
す
、
さ
ら
に
一
家
の
風

調
仰
へ
し
。
是
、
歌
沢
の
声
曲
に
比
す
へ
し
。
且
、
市
川
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米
升
の
ち
か
ら
を
得
る
。
錦
の
袖
に
花
を
添
、
月
に
霞
は

と
て
こ
へ
す
と
や
い
わ
む
。

　
　

�

河
竹
の
浮
名
に
あ
ら
て
世
の
う
わ
さ
か
ふ
き
の
中
に
た
つ
立
作

者
哉

　
　
　
　

�

三
世
如
皐
子
は
、
故
五
世
南
北
師
の
門
に
入
、
弟
河
竹
と

蛍
雪
の
窓
に
向
ふ
。

　
　

�

河
竹
と
お
な
し
流
れ
に
し
つ
め
と
も
う
か
む
瀬
川
の
水
わ
に
こ

さ
し

詠
巴
月
酔
中
（
十
二
丁
ウ
）

〔
貼
紙
〕

○�

宮
古
路
加
賀
太
夫
は
故
豊
後
掾
高
弟
に
て
、
小
松
川
文
字
太
夫
よ

り
も
兄
弟
子
な
り
き
。
文
字
太
夫
、
豊
後
養
子
に
成
り
、
実
は
豊

後
も
相
続
を
望
み
し
が
、
文
字
太
夫
に
越
ら
れ
、
独
立
し
て
富
士

松
薩
摩
掾
と
改
名
。
其
比
名
高
し
門
人
の
和
国
太
夫
は
鶴
賀
若
狭

掾
是
な
り
。
志
賀
太
夫
は
改
名
し
て
、
豊
嶋
国
太
夫
是
な
り
。
店

職
業
を
は
い
し
て
、
神
田
永
富
町
な
る
よ
し
。
藤
田
屋
と
よ
ぶ
質

屋
渡
世
を
な
せ
り
。
此
人
の
門
人
な
る
や
（
十
三
丁
オ
）、
盲
人
の

女
房
に
三
弦
を
弾
せ
、
富
士
松
銀
蝶
斎
と
云
人
、
文
化
の
は
じ
め

に
や
、
所
々
の
席
抔
江
勤
め
し
由
。
此
銀
蝶
斎
の
所
持
す
る
処
富
士

松
薩
摩
の
景
（
マ
マ
）図
、
後
に
露
木
妙
之
輔
と
呼
易
者
、
所
持
致
せ
し
を

ば
、
天
保
年
中
、
二
代
目
鶴
賀
加
賀
八
太
夫
、
本
町
鶴
賀
三
世
家

元
鶴
吉
と
不
和
に
相
成
り
、独
立
の
時
、妙
之
輔
所
持
の
景
図
を
求
、

絶
た
る
富
士
松
を
起
し
、
加
賀
太
夫
と
名
号
剃
髪
し
て
、
魯
中
改
。

去
文
久
弐
年
秋
、
此
魯
中
も
六
拾
有
余
才
に
て
卒
ス
。

春
富
士
紫
玉
記
之
（
十
三
丁
ウ
）

解
題

　

三
代
目
治
助
は
、
三
代
目
瀬
川
如
皐
や
河
竹
黙
阿
弥
と
ほ
ぼ
同
時

代
に
活
動
し
た
狂
言
作
者
で
あ
る
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
生

れ
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
十
一
月
、
葛
飾
音
助
の
名
で
河
原
崎
座

に
初
出
勤
し
、
二
代
目
桜
田
治
助
の
門
下
と
な
る
。
こ
の
二
代
目
治

助
は
、
前
名
を
松
島
半
二
と
言
い
、
師
の
初
代
治
助
の
没
後
、
初
代

の
後
家
お
り
せ
を
養
っ
て
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
十
一
月
に
二
代

目
を
襲
名
す
る
が
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
一
月
よ
り
、
そ
の
お

り
せ
と
の
不
和
か
ら
治
助
の
名
を
返
還
し
、
松
島
て
う
ふ
と
名
乗
っ

た（
４
）。
こ
の
二
代
目
の
下
で
、
葛
飾
音
助
（
三
代
目
治
助
）
は
、
文
政
九

年
十
一
月
に
師
の
前
名
、
松
島
半
二
を
三
代
目
と
し
て
襲
名
し
、
さ

ら
に
文
政
十
二
年
の
師
の
没
後
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
十
一
月
に

は
二
代
目
松
島
て
う
ふ
と
改
め
、
そ
し
て
翌
四
年
十
一
月
に
三
代
目

治
助
を
継
ぐ（

5
）

。
三
代
目
襲
名
後
、
治
助
は
同
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月

に
中
村
座
で
立
作
者
に
就
任
し
、
同
九
年
三
月
か
ら
、
大
坂
下
り
の

四
代
目
中
村
歌
右
衛
門
と
提
携
し
て
自
身
の
地
位
を
固
め
、
嘉
永
二
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年
（
一
八
四
九
）
冬
の
歌
右
衛
門
帰
坂
後
は
主
に
市
村
座
に
出
勤
し
た
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
五
月
以
降
は
、
中
村
座
の
立
作
者
を
勤
め
つ

つ
、
狂
言
堂
、
あ
る
い
は
狂
言
堂
左
交
と
名
乗
っ
て
、
森
田
座
（
守

田
座
、新
富
座
）の
立
作
者
も
兼
ね
た
。
こ
の
間
、文
久
二
年（
一
八
六
二
）

正
月
に
は
、
桜
田
治
助
の
名
跡
を
弟
子
の
二
代
目
木
村
園
治
に
譲
っ

て
お
り
、
中
村
座
出
勤
の
際
に
は
中
村
左
交
を
名
乗
っ
て
い
る
。
中

村
座
に
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
ま
で
、
新
富
座
に
は
同
九
年
ま
で

続
け
て
在
籍
し
、
同
十
年
八
月
七
日
、
七
十
六
歳
で
没
し
た（

6
）

。

　

三
代
目
治
助
の
作
品
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
渥
美
清
太
郎
が
『
江

戸
時
代
文
化
』
第
一
巻
第
四
号
（
一
九
二
七
年
五
月
）
所
収
の
「
三
代

目
桜
田
治
助
」
と
題
す
る
短
い
文
章
に
お
い
て
、「
彼
れ
の
作
に
は
、

古
い
脚
本
の
作
り
か
へ
、
又
は
剽
窃
が
実
に
多
い
。
全
部
が
さ
う
で

な
く
と
も
、
一
部
は
必
ら
ず
古
人
の
作
を
借
用
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
、

治
助
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
「
借
用
」
が
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
具

体
例
と
し
て
十
八
の
作
品
を
分
析
し
て
い
る
。
た
だ
し
、渥
美
は
「
斯

う
い
ふ
風
に
並
べ
立
て
ゝ
見
る
と
、
彼
れ
の
純
創
作
と
い
つ
て
は
殆

ど
無
い
や
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
程
で
も
な
い
。
創
作
で
中
々
巧

い
も
の
も
あ
る
。
殊
に
浄
瑠
璃
所
作
事
の
作
と
な
る
と
、
初
代
と
三

代
目
の
治
助
に
及
ぶ
者
は
な
い
位
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
現

在
で
も
、「
乗の
り

合あ
い

船ぶ
ね

恵え

方ほ
う

万ま
ん

歳ざ
い

」（
通
称「
乗
合
船
」、天
保
十
四
年〈
一
八
四
三
〉

正
月
、
市
村
座
初
演
）、「
時し
き
の翫
雛ひ
な

浅あ
さ

草く
さ

八は
っ

景け
い

」（
通
称
「
京
人
形
」、
弘
化

四
年
〈
一
八
四
七
〉
五
月
、
河
原
崎
座
初
演
）
と
い
っ
た
三
代
目
作
の
常

磐
津
節
の
所
作
事
は
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
て
お
り
、
脚
本
に
見
る
べ

き
も
の
は
少
な
い
が
、
浄
瑠
璃
の
作
詞
に
関
し
て
は
優
れ
て
い
た
と

い
う
の
が
、
今
日
の
三
代
目
治
助
に
対
す
る
評
価
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
の
著
者
、
半
化
通
主
人
は
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。
本
書
の
内

容
か
ら
察
す
る
に
、
劇
界
の
内
情
、
特
に
作
者
の
式
法
に
通
じ
、
か

つ
初
代
治
助
の
頃
の
芝
居
も
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
程

度
年
齢
の
行
っ
た
幕
内
関
係
者
、
お
そ
ら
く
は
狂
言
作
者
を
経
験
し

た
こ
と
の
あ
る
人
物
と
推
定
で
き
る（

7
）

。

　

ま
た
、
奥
書
に
は
「
右　

花
升
君
の
需
め
給
へ
る
に
応
し
て
、
時

に
文
久
三
戌
年
や
よ
ひ
の
花
朝　

遊
中
逸
史
写
（
花
押
）」
と
あ
る
が
、

書
写
者
の
遊
中
逸
史
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
。「
花
升
」
は
役
者
の

俳
名
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
俳
名
を
使
っ
た
役
者
と
し
て
、
初
代
市
川

左
団
次
、
三
代
目
沢
村
国
太
郎
の
二
人
が
挙
げ
ら
れ
る（

8
）

。
た
だ
し
、

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
当
時
、
左
団
次
は
市
川
升
若
を
、
国
太
郎
は

初
代
市
川
寿
美
之
丞
を
名
乗
り
、
両
者
共
に
大
坂
で
活
動
を
し
て
い

た
。
左
団
次
は
こ
の
時
二
十
一
歳
で
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二

月
に
四
代
目
市
川
小
団
次
の
養
子
と
な
っ
て
江
戸
へ
下
る
。
一
方
、

国
太
郎
は
生
没
年
未
詳
の
た
め
、
年
齢
を
特
定
で
き
な
い
が
、
天
保

三
年
（
一
八
三
二
）
三
月
刊
の
評
判
記
『
役
者
花は
な

位い

種く
さ

』
に
初
出
す
る

こ
と
か
ら
、
当
時
四
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
年
齢
に
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伴
う
人
脈
の
幅
を
考
慮
す
る
と
、
二
人
の
う
ち
で
は
国
太
郎
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
が
、
江
戸
で
成
立
し
た
本
書
の
存
在
を
、
大
坂
在
の

人
物
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
知
り
得
た
か
に
つ
い
て
疑
問
が
残
り
、

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

識
語
・
貼
紙
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
識
語
の
文
中
に
「
巴
月

閑
人
酔
中
吟
」「
詠
巴
月
酔
中
」、
貼
紙
の
末
尾
に
「
春
富
士
紫
玉
記

之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幇
間
の
巴
月
庵
紫
玉
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
識
語
に
「
義
兄
狂
言
堂
老
爺
」「
旧
友
河
竹
其
水
」

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
狂
言
堂
（
三
代
目
瀬
川
如
皐
）、
河
竹
其

水
（
河
竹
黙
阿
弥
）
と
同
じ
く
、
紫
玉
は
当
時
流
行
し
た
興
画
合
の
同

人
で
あ
り（

9
）

、
咬
々
舎
梅
崕
編
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊
の
『
く
ま

な
き
影
』
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る（

10
）

。

　
　

�

若
じ
や
く

年ね
ん

の
頃こ
ろ

、
五ご

せ世
南な
ん
ぼ
く北
の
門も
ん

に
入い
り

て
狂
き
や
う

言げ
ん

作さ
く

者し
や

と
な
り
し
が
、

後の
ち

此こ
の

界か
い

を
見み

破や
ぶ
りて
音お
ん

曲ぎ
よ
くの
徒と

に
入い

り
、
今い
ま

山さ
ん

谷や

堀ぼ
り

に
居き
よ

を
卜し
め

て

巴は

月げ
つ

庵あ
ん

と
号が
う

す
。
性さ
が

種し
ゅ

僻へ
き

あ
り
て
、
行お
こ

状な
ひ

頗す
こ
ぶる
奇き

な
り
。
多た

能の
う

に
し
て
風ふ
う

流り
う

、
一い
っ

切さ
い

人ひ
と

に
対た
い

し
て
答こ
た
え
ざ
る
事こ
と

な
し
。
半は
ん

世せ
い

の
珍ち
ん

説せ
つ

、
世よ

以も
つ

て
知し

る
と
こ
ろ
な
り
。

　
「
狂
言
作
者
と
な
り
し
」
と
あ
る
が
、森
鷗
外
著
の
『
細
木
香
以
』（
大

正
六
年
九
月
、十
月
発
表
）
で
は
、「
取
巻
は
河
原
崎
座
の
作
者
祝
井
紫
玉
、

（
中
略
）
紫
玉
は
後
の
正
伝
節
家
元
春
富
士
」
と
記
さ
れ（

11
）

、
紫
玉
は
当

時
の
文
人
の
パ
ト
ロ
ン
的
存
在
で
あ
っ
た
香
以
の
取
巻
と
し
て
登
場

し
て
い
る
。

　

本
書
に
は
、
仮
名
垣
魯
文
が
用
い
た
「
か
な
が
き
ぶ
ん
こ
」
の
蔵

書
印
が
見
ら
れ
る
。
魯
文
は
興
画
合
等
で
の
親
交
に
よ
り
、
紫
玉
か

ら
本
書
を
譲
り
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾
の
貼
紙
に
つ
い
て
は
、

三
代
目
治
助
と
の
関
連
性
が
全
く
な
い
た
め
、
紫
玉
自
身
が
貼
付
し

た
と
は
考
え
に
く
い
。
本
書
を
譲
ら
れ
た
魯
文
が
、
紫
玉
に
関
係
す

る
書
類
と
い
う
こ
と
で
、
手
元
に
有
し
て
い
た
紫
玉
筆
の
紙
片
を
貼

り
付
け
た
も
の
と
推
測
す
る
。
以
上
述
べ
た
本
書
の
成
立
、
譲
渡
の

経
緯
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）

二
月
に
、
芝
居
関
係
者
で
あ
る
半
化
通
主
人
が
本
書
を
執
筆
し
、
そ

れ
を
遊
中
逸
史
と
い
う
人
物
が
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
に
転

写
、
沢
村
国
太
郎
、
も
し
く
は
市
川
左
団
次
に
渡
す
。
経
緯
は
不
明

で
あ
る
が
、そ
れ
が
紫
玉
の
手
に
入
り
、識
語
が
書
き
加
え
ら
れ
た
後
、

魯
文
に
譲
渡
さ
れ
て
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
現
在
岩
瀬
文
庫
に
納

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
識
語
と
貼
紙
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
識
語
か
ら
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
当
時
の
文
人
の
交
流

の
一
端
が
窺
え
る
ほ
か
、
三
代
目
治
助
が
、
深
川
仲
町
の
山
城
屋
の

聟
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る（

12
）

。

　

貼
紙
の
方
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
信
頼
に
足
る
も
の
か
ど
う
か
は

今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
新
内
節
の
研
究
に
有
益
な
情
報
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を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
鶴
賀
若
狭
掾
は
、
鶴
賀
本
家
の
始
祖
で

新
内
節
の
基
礎
を
作
っ
た
人
物
で
あ
り
、『
声
曲
類
纂
』（
斎
藤
月
岑
編
、

天
保
十
年
〈
一
八
三
九
〉
成
稿
・
弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
刊
）
巻
之
三
「
鶴

賀
若
狭
掾
」
の
項
に
は
、

　
　

�

宮
古
路
加
賀
太
夫
の
門
人
に
し
て
、
高
弟
な
り
。
始
は
宮
古
路

敦つ
る

賀が

太
夫
と
号
せ
し
が
、師
加
賀
太
夫
・
富
士
松
薩
摩
と
改
し
時
、

と
も
に
富
士
松
敦
賀
太
夫
と
い
ふ
。
後
年
師
と
絶
し
て
苗
字
を

改
め
、
朝あ
さ

日ひ

敦つ
る

賀が

太
夫
と
い
ふ
。
朝
日
の
苗
字
公お
ほ
や
けよ
り
禁
し
給

ふ
に
よ
り
、宝
暦
八
寅
年
改
め
て
敦
賀
と
号
し
、若
狭
掾
と
い
ふ
。

と
あ
る（

13
）

。
本
貼
紙
に
は
「
其
比
名
高
し
門
人
の
和
国
太
夫
は
鶴
賀
若

狭
掾
是
な
り
」
と
あ
り
、
若
狭
掾
が
和
国
太
夫
を
名
乗
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
竹
内
道
敬
氏
「
鶴
賀
若
狭
掾
研
究
」

（『
国
立
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
第
26
集
、
一
九
九
二
年
三
月
）
な
ど
の
先
行

研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
事
跡
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で

あ
る
豊
嶋
国
太
夫
に
つ
い
て
も
、
若
狭
掾
と
同
じ
く
富
士
松
薩
摩
掾

の
門
人
で
志
賀
太
夫
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
、
藤
田
屋
と
い
う
質
屋

渡
世
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
新
内
節
の
中

興
の
祖
と
言
わ
れ
る
富
士
松
魯
中
が
、
富
士
松
の
家
を
再
興
す
る
に

あ
た
っ
て
、
薩
摩
掾
の
系
図
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
逸
話
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
書
を
仮
名
垣
魯
文
が
旧
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ

た
。
魯
文
は
、『
歌
舞
伎
新
報
』
の
五
二
八
号
（
明
治
十
八
年
〈
一
八
八
五
〉

四
月
二
日
刊
）
か
ら
五
九
〇
号
（
同
年
十
月
九
日
刊
）
ま
で
の
「
仮か

文ぶ

記き

珍ち
ん

報ぽ
う

」
の
欄
に
お
い
て
、
十
五
回
に
渡
っ
て
不
定
期
で
「
狂
言
作
者

滑
稽
伝
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
い
る（

14
）

。
そ
の
う
ち
、
終
り
の
二

回
（
五
八
九
号
〈
同
年
十
月
六
日
刊
〉、
五
九
〇
号
所
収
）
で
は
三
代
目
桜

田
治
助
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
『
柳
島
浄
瑠
理
塚
奇
話
』

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
正
確
な
翻
刻
紹
介
と
は
と
て
も
言

い
難
く
、
魯
文
に
よ
っ
て
大
幅
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
五
八
九

号
に
所
収
さ
れ
た
、
三
代
目
治
助
伝
の
初
回
冒
頭
部
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る（

15
）

。

　
　
　
　
　

柳
島
浄
瑠
璃
塚
奇
話　

一
名
桜
田
治
助
三
代
記

　
　

�

補
綴
者
魯
文
曰
、
此
原
稿
紙
尾
に
弘
化
五
（
改
元
嘉
永
）
戊
申
二

月
日
、
金
龍
山
下
の
住
、
半
化
通
人
誌
と
あ
り
て
、
実
名
何
者

の
著
書
な
る
を
知
ら
ず
。
巻
中
の
寓
話
、
狂
言
作
者
桜
田
治
助

が
三
世
の
縡
に
係
る
と
雖
も
、
殊
に
三
代
目
狂
言
堂
左
交
が
事

跡
を
専
ら
と
す
。
其
文
、
多
く
褒
貶
の
贈
答
に
渉
る
を
以
て
、

当
時
現
在
の
門
葉
二
三
の
人
に
憚
り
て
原
文
を
取
捨
し
ゝ
は
、

即
ち
補
綴
者
の
用
心
な
り
。
偶
々
原
書
を
得
て
披
閲
す
人
、
其

文
辞
彼
此
と
大
同
小
異
あ
る
を
訝
り
た
ま
ふ
事
な
か
れ
。

こ
の
記
述
か
ら
、
魯
文
が
本
書
を
元
に
し
て
、
こ
の
稿
を
成
し
た
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
魯
文
は
、
本
書
に
お
け
る
三
代
目
治
助
批
判
が



− 141 −

あ
ま
り
に
痛
烈
で
あ
る
た
め
、
関
係
者
を
憚
っ
て
手
を
加
え
た
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
魯
文
は
一
体
ど
の
よ
う
な
改
変
を
施
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
の
全
て
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

以
下
、
本
書
の
内
容
に
順
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
主
要
な
例
を
確
認

し
て
い
き
た
い
。

　

冒
頭
、「
好
者
の
畸
人
」
が
柳
島
妙
見
へ
と
向
う
場
面
に
お
い
て
、

魯
文
は
そ
の
描
写
を
原
本
よ
り
も
丁
寧
に
記
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　

�

浅
草
寺
の
鐘
の
音
聞
つ
ゝ
、
指
か
ゞ
な
ふ
れ
ば
、
け
ふ
は
如
月

の
廿
日
余
り
五
日
な
れ
ば
、
常
に
硯
を
研
ぎ
、
筆
に
親
む
冥
利
、

亀
戸
の
天
満
宮
に
朝
詣
な
し
、
そ
の
帰
る
さ
臥
龍
梅
の
香
も
き

か
ん
者
を
と
て
、家
を
立
出
、旭
ま
ば
ゆ
く
海
面
を
は
な
る
ゝ
頃
、

吾
妻
橋
を
打
渡
り
柳
島
へ
と
た
ど
る
程
に
、
朝
風
の
身
に
染
み

な
が
ら
、
有
繋
に
春
の
中
旬
も
過
ぎ
、
あ
け
ぼ
の
ゝ
空
長
閑
く
、

心
地
晴
や
か
に
足
も
進
み
、
そ
ゞ
ろ
た
ど
り
て
逸
く
も
妙
見
の

社
を
過
る
に
�…

の
ご
と
く
で
あ
る
。
原
本
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
記
述
に
、
こ
の
よ
う

な
修
辞
を
加
え
る
手
法
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
戯
作
者
と
し
て
の
魯

文
な
ら
で
は
の
筆
致
と
言
え
よ
う
。

　

参
詣
の
済
ん
だ
好
者
が
浄
瑠
璃
塚
を
眺
め
て
い
る
と
、
好
者
が
芝

居
に
関
心
が
あ
る
と
見
た
老
人
（
実
は
初
代
治
助
）
が
話
し
か
け
る
。

老
人
は
ま
ず
初
代
治
助
に
つ
い
て
言
及
し
、
三
升
屋
二
三
治
の
『
作

者
店
お
ろ
し
』
に
も
紹
介
さ
れ
る
、
有
名
な
吉
原
通
い
の
逸
話
に
触

れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
魯
文
の
稿
で
は
表
現
の
違
い
が
あ
る
も
の
の

内
容
に
変
り
は
な
い
が
、
続
く
二
代
目
、
三
代
目
に
つ
い
て
言
及
し

た
箇
所
で
は
、
原
本
に
「
嗚
呼
、
世
の
末
に
な
り
、
諸
芸
皆
地
に
落

た
り
。
三
代
、
五
代
と
名
の
み
継
、
皆
故
人
の
つ
ら
に
泥
を
塗
る
に

至
る
べ
し
。
悲
し
き
哉
と
嘆
息
し
て
」
と
あ
る
の
を
、
魯
文
は
「
二

代
目
す
ら
先
師
に
劣
る
を
、
況
哉
三
代
目
に
於
て
を
や
と
冷
笑
ひ
」

と
書
き
換
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
魯
文
の
稿
で
は
過
激
な
表
現

を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

当
世
の
人
物
を
け
な
す
老
人
の
発
言
を
不
快
に
思
っ
た
好
者
は
、

浮
世
絵
師
の
例
を
出
し
て
反
論
す
る
が
、
こ
の
部
分
で
魯
文
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
的
な
補
足
を
加
え
て
い
る
。

　
　

�

近
頃
槙
町
の
一
陽
斎
豊
国
、
ま
す

く
此
道
に
妙
を
得
、
続
い

て
門
人
五
渡
亭
国
貞
、
師
名
を
嗣
て
二
代
の
豊
国
（
其
実
三
世
）

と
改
め
、
い
よ

く
舞
台
面
の
新
奇
を
画
き
、
之
に
続
き
て
玄

冶
店
の
国
芳
、
似
顔
素
顔
の
虚
実
を
画
分
、
そ
の
外
種
々
の
新

図
を
工
風
し
、
才
筆
を
揮
ふ
た
手
際
を
、
春
章
、
春
好
の
頃
の

古
風
な
る
絵
に
比
競
、
彫
摺
の
精
工
迄
む
か
し
に
勝
る
共
劣
ら

じ
と
こ
そ
看
認
た
れ
。

『
歌
舞
伎
新
報
』
の
読
者
を
意
識
し
た
配
慮
と
言
え
る
。
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続
い
て
好
者
は
三
代
目
治
助
擁
護
の
発
言
を
す
る
。
魯
文
稿
で
は
、

治
助
と
四
代
目
歌
右
衛
門
と
の
関
係
を「
高
祖
の
張
良
、玄
徳
の
孔
明
」

に
譬
え
て
お
り
、
中
国
の
引
言
を
加
え
る
あ
た
り
が
戯
作
者
ら
し
い
。

ま
た
、
治
助
の
薄
物
出
版
の
条
で
は
、「
其
文
章
い
づ
れ
も
新
奇
の
句

調
に
綴
り
、
世
の
劇
場
好
も
作
者
と
い
へ
ば
先
桜
田
を
指
す
程
の
名

誉
あ
り
。
何
ぞ
元
祖
、
二
代
目
に
勝
る
と
も
劣
る
者
な
ら
ん
」
と
い

う
文
章
を
補
い
、
三
代
目
を
持
ち
上
げ
る
工
夫
を
施
し
て
い
る
。

　

好
者
の
発
言
を
受
け
て
老
人
は
、
以
下
、
悪
口
を
交
え
な
が
ら
本

格
的
に
三
代
目
批
判
を
繰
り
広
げ
て
行
く
。
老
人
は
ま
ず
、
三
代
目

を
「
胡
麻
摺
」
と
断
ず
る
が
、
こ
の
部
分
に
魯
文
は
大
幅
な
加
筆
を

行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
引
用
し
な
い
が
、
そ
の
趣
意
は
、「
劇
界
に

発
言
力
を
持
つ
大
立
者
の
役
者
に
睨
ま
れ
て
し
ま
う
と
出
世
が
難
し

く
、
作
者
道
の
下
落
の
証
拠
で
は
あ
る
が
、
追
従
、
胡
麻
摺
り
は
や

む
を
得
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
狂
言
作
者
の
立
場
を

理
解
し
た
加
筆
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
狂
言
作
者
出
身
で
、
三
代
目

尾
上
菊
五
郎
の
怒
り
を
買
っ
た
経
験
も
あ
る
、
師
の
花
笠
文
京
か
ら

の
伝
聞
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
い
で
老
人
は
、
三
代
目
治
助
が
歌
右
衛
門
に
新
海
苔
を
送
っ
た

逸
話
を
紹
介
す
る
。
魯
文
の
稿
で
は
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
の
大
幅

な
改
変
は
見
ら
れ
な
い
が
、
続
く
「
桜
田
脱
肛
」
の
悪
口
の
条
、
不

行
儀
な
弟
子
を
批
判
す
る
条
が
全
面
的
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

代
り
に
、
原
本
に
は
見
ら
れ
な
い
好
者
の
発
言
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

長
文
な
の
で
や
は
り
引
用
は
避
け
る
が
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、

「
今
の
見
物
は
役
者
の
姿
ば
か
り
を
見
て
、
狂
言
の
筋
立
て
に
着
目
し

作
者
の
筆
の
手
柄
を
賞
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
今
の
作
者

に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
、
筆
先
よ
り
も
役
者
を
丸
め
込
む
こ
と
の
で

き
る
口
先
で
あ
る
」
と
な
る
。
過
激
な
表
現
を
削
り
、
三
代
目
を
擁

護
す
る
姿
勢
が
こ
こ
に
も
窺
え
る
。
な
お
こ
の
挿
入
部
以
降
、
魯
文

の
稿
は
治
助
伝
の
二
回
目
、
す
な
わ
ち
『
歌
舞
伎
新
報
』
五
九
〇
号

所
収
分
と
な
る
。

　

さ
て
、
そ
の
後
老
人
は
、
緋
縮
緬
の
襦
袢
の
逸
話
に
触
れ
、
三
代

目
の
浄
瑠
璃
批
判
へ
と
移
る
。
三
代
目
は
、「
花は

翫な

暦ご
よ
み

色い
ろ
の

所し
ょ

八わ

景け

」

（
天
保
十
年
〈
一
八
三
九
〉
三
月
、
中
村
座
初
演
）
に
お
け
る
お
万
が
飴
売
、

「
神か
ぐ

楽ら

諷う
た

雲く
も

井い
の

曲き
ょ
く

毬ま
り

」（
弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉
正
月
、
市
村
座
初
演
）

に
お
け
る
太
神
楽
、「
舞
も
う
て

奏
お
り
そ
え

色い
ろ
の

種た
ね

蒔ま
き

」（
天
保
十
二
年
閏
正
月
、
市
村

座
初
演
）
や
「
笑
わ
ら
う

門か
ど

俄
に
わ
か
の

七し
ち

福ふ
く

」（
弘
化
四
年
正
月
、
河
原
崎
座
初
演
）
に

お
け
る
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
、
当
時
の
流
行
風
俗
を
採
り
入
れ
た
浄
瑠

璃
で
成
功
し
た
。
老
人
は
、
古
言
や
枕
詞
を
使
わ
ず
、
女
性
や
子
供

に
馴
染
み
や
す
い
物
売
り
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
文
句
ば
か
り
を
利
用
し

て
当
り
を
と
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
夢
の
趣
向
が

多
い
こ
と
も
皮
肉
っ
て
お
り
、
本
文
中
で
例
示
す
る
「
頼
政
紫
宸
殿

に
て
鵺
を
射
る
、
引
ぬ
き
に
な
つ
て
大
神
楽
を
踊
り
、
夫
が
皆
船
中
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に
て
佐
藤
朝
清
が
夢
を
見
し
」
と
は
、
前
掲
「
神
楽
諷
雲
井
曲
毬
」

の
こ
と
を
指
す（

16
）

。
な
お
、
魯
文
の
稿
に
も
こ
の
浄
瑠
璃
批
判
の
条
は

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
調
子
は
和
ら
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

続
く
老
人
の
批
判
は
、三
代
目
の
特
徴
で
も
あ
る
狂
言
の「
は
め
物
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
魯
文
は
、

　
　

�

総
て
狂
言
の
作
に
限
ら
ず
、
稗
史
、
よ
み
本
、
合
巻
、
草
双
紙

の
戯
作
で
も
、
む
づ
か
し
く
い
へ
ば
換
骨
奪
体
、
俗
に
は
め
物
、

焼
直
し
と
て
古
来
よ
り
作
例
も
あ
り
。
唐
土
の
小
説
を
我
国
風

に
書
換
た
り
、
他
の
趣
向
を
彼
に
摸
す
は
稗
官
者
流
の
得
意
�…

と
し
て
、三
代
目
を
擁
護
す
る
論
調
に
書
き
改
め
て
い
る
。原
本
で
は
、

こ
の
後
に
好
者
の
発
言
が
挿
入
さ
れ
、
さ
ら
に
、
三
代
目
が
稽
古
に

出
席
し
な
い
こ
と
が
言
及
さ
れ
る
が
、
魯
文
の
稿
で
は
そ
れ
ら
が
削

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
名
題
批
判
の
条
へ
と
移
る
。
こ
の
条
で

は
、『
八や

嶋し
ま
の

裏う
ら

梅う
め
の

鑑か
お
み
せ』（

弘
化
四
年
〈
一
八
四
七
〉
十
一
月
、
中
村
座
所

演
）、『
源げ
ん

家け

八は
ち

代だ
い

恵
め
ぐ
み
の

剛つ
わ

者も
の

』（
同
年
同
月
、
市
村
座
所
演
）、『
褄つ
ま

二が
さ
ね重

梅う
め
の

由よ
し

兵べ

衛え

』（
嘉
永
元
年
〈
一
八
四
八
〉
正
月
、
中
村
座
所
演
）、『
初は
つ

春
は
る
の

寿お
ん
こ
と
ぶ
き

曽そ

我が

』（
同
年
同
月
、
市
村
座
所
演
）、『
三み

升ま
す

独と
っ

鈷こ

博は
か

多た
の

襠う
ち
か
け』（

同

年
同
月
、
同
座
所
演
）
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
原
本
で
は
、
役
者

の
名
前
や
俳
号
を
毎
度
の
よ
う
に
織
り
込
む
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い

る
が
、
魯
文
の
稿
で
は
、
そ
れ
が
、「
座
頭
を
転
が
す
手
段
」
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
し
、
や
は
り
三
代
目
を
擁
護
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い

る
。

　

以
上
で
老
人
の
批
判
は
終
り
、
好
者
は
、
浄
瑠
璃
塚
の
影
へ
と
姿

を
消
し
た
老
人
が
初
代
治
助
で
あ
っ
た
こ
と
を
悟
る
と
い
う
の
が
原

本
の
結
末
で
あ
る
が
、
魯
文
の
稿
の
末
尾
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
　

�

嗚
呼
、
老
人
の
憎
ま
れ
口
、
思
は
ず
お
足
を
止
ま
し
た
と
、
杖

突
そ
ら
し
て
立
あ
が
り
、
ヘ
イ
お
先
へ
と
、
門
外
に
出
か
け
る

姿
を
見
送
り
な
が
ら
、「
唯
者
な
ら
ぬ
劇
場
の
古
実
家
、
ま
だ
聞

洩
し
た
作
者
の
内
幕
、
遠
く
は
行
ま
い
、
跡
お
ッ
か
け
て
、
さ

う
ダ

く
。
宮
神
楽
の
太
鼓
、
テ
ケ
テ
ツ
テ

く
く
ド
ヾ
ン

ー
ド
ン
ー
ド
ン

く
く
（
結
局
）

つ
ま
り
、
老
人
の
正
体
を
初
代
治
助
と
す
る
原
本
の
設
定
は
採
ら
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
歌
舞
伎
新
報
』
掲
載
の
魯
文

稿
は
、
関
係
者
に
配
慮
し
た
た
め
、
原
本
が
主
眼
と
す
る
痛
烈
な
批

判
性
が
弱
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
当
時
の
狂
言
作
者

の
立
場
に
対
す
る
同
情
的
な
理
解
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
魯

文
自
身
の
狂
言
作
者
観
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
書
『
柳
島
浄
瑠
理
塚
奇
話
』
の
価
値
に
つ
い
て
ま
と

め
る
。
第
一
に
、
三
代
目
桜
田
治
助
を
批
判
し
た
同
時
代
の
書
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
一
般
に
、
評
判
記
の
あ
る
役
者
と
は
異
な
り
、
狂

言
作
者
の
評
は
残
り
に
く
い
。
三
代
目
治
助
が
ど
の
よ
う
な
作
者
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
、
そ
の
一
端
を
示
す
こ
の
同
時
代
評
は
、
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い
ま
だ
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
三
代
目
治
助
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
黙
阿
弥
や
三
代
目
如
皐
を

相
対
的
に
捉
え
る
手
掛
か
り
に
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

狂
言
方
の
不
行
状
な
ど
作
者
部
屋
の
内
情
に
言
及
し
て
い
る
点
も
興

味
深
い
。
第
二
に
、
仮
名
垣
魯
文
の
研
究
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
本
稿
で
も
試
み
た
が
、『
歌
舞
伎
新
報
』
掲
載
の
稿
と
の

比
較
に
よ
っ
て
、
魯
文
の
編
集
意
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
識
語
か
ら
は
、
紫
玉
と
の
交
流
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
新
内
節
の
研
究
に
新
た
な
情
報
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

末
筆
な
が
ら
、『
柳
島
浄
瑠
理
塚
奇
話
』
全
文
の
翻
刻
掲
載
を
許
可

下
さ
い
ま
し
た
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

（
１
）�

富
本
節
の
作
品
と
し
て
初
演
さ
れ
た
本
作
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

三
月
、
中
村
座
で
の
上
演
時
に
「
其そ

の

噂う
わ
さ

桜
さ
く
ら
の

色い
ろ

時ど
き

」
の
名
題
で
清
元

節
に
直
さ
れ
て
以
来
、
清
元
節
の
作
品
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

（
２
）�

浄
瑠
璃
塚
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
写
本

『
狂
言
作
者 

左さ

交こ
う

一い
ち

代だ
い

戯ぎ

浄じ
ょ
う

溜る

理り

記き

』（
文
化
四
年
〈
一
八
〇
七
〉
五
月
、
知

足
菴
李
岱
ほ
か
跋
）の
跋
文
に
詳
し
い
。
ま
た
、四
代
目
鶴
屋
南
北
作『
お

染そ
め

久ひ
さ

松ま
つ

色
う
き
な
の

読よ
み

販う
り

』（
文
化
十
年
三
月
、
森
田
座
初
演
）
の
序
幕
「
柳
嶌

百
度
参
の
場
」
で
は
、舞
台
書
き
に
「
よ
き
処
に
故
人
桜
田
の
浄
留
理
塚
」

（『
鶴
屋
南
北
全
集
』
第
五
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
一
年
）
と
あ
る
よ

う
に
浄
瑠
璃
塚
が
大
道
具
と
し
て
登
場
し
、
居
合
抜
き
の
見
世
物
や
参

詣
客
で
賑
わ
う
当
時
の
柳
島
妙
見
の
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）�

末
尾
一
丁
分
の
遊
紙
の
折
山
を
覆
う
形
で
、
一
枚
の
紙
片
が
貼
付
さ
れ

て
い
る
。

（
４
）�『
作
者
店
お
ろ
し
』（
三
升
屋
二
三
治
著
、
天
保
十
四
年
〈
一
八
四
三
〉

成
立
）
の
「
松
島
半
治　

後
ニ
桜
田
治
助
」
の
項
に
は
、「
桜
田
年
老
て
、

始
終
苗
跡
は
半
治
に
譲
る
と
言
伝
ふ
。
後
、
其
名
を
継
て
、
桜
田
死
後

は
後
家
お
り
せ
を
引
受
て
老
母
と
す
る
。（
中
略
）亡
師
の
後
家
引
受
て
、

送
り
物
し
て
届
か
ざ
る
故
、
後
々
桜
田
の
後
家
と
不
和
に
成
、
桜
田
治

助
の
名
を
か
へ
し
て
、
松
島
て
う
ふ
と
改
る
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料

集
成
』
第
六
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
三
年
）
と
あ
る
。

（
５
）�『
作
者
名
目
』（
三
升
屋
二
三
治
著
、天
保
十
五
年
成
立
）の「
三
代
目
治
助
」

の
項
に
は
、「
半
二
、
師
匠
二
代
目
死
後
に
、
元
祖
桜
田
の
後
家
を
養

生
し
て
、
治
助
と
改
、
三
代
目
と
成
る
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』

第
六
巻
）
と
あ
る
。

（
６
）�
以
上
、
三
代
目
治
助
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
伊
原
敏
郎
著
『
近
世
日
本

演
劇
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
三
年
）
と
『
日
本
古
典
文
学

大
辞
典
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
）
の
「
桜
田
治
助
」
の
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項
目
（
古
井
戸
秀
夫
氏
解
説
）
を
参
照
し
た
。

（
７
）�
三
升
屋
二
三
治
の
随
筆
に
は
、
た
と
え
ば
『
賀が

く

や

す

ず

め

久
屋
寿
々
免
』（
弘
化

二
年
九
月
脱
稿
）
に
「
今
、
位
下
り
て
、
至
て
取
扱
あ
し
く
、
し
か
し

高
名
・
手
柄
を
し
た
る
作
者
き
う
に
絶
た
り
。
昔
の
風
義
残
し
業
を
勤

度
も
の
か
」（『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
）
と
あ
る
よ
う
に
、

狂
言
作
者
の
現
状
を
憂
う
記
述
が
散
見
す
る
。
二
三
治
は
初
代
桜
田
治

助
の
門
人
を
自
称
し
て
も
お
り
、
本
書
の
作
者
と
し
て
こ
の
二
三
治
を

想
定
す
る
こ
と
も
あ
る
い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
証
が
な
い
た

め
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。

（
８
）�

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
資
料
課
編
『
歌
舞
伎
俳
優
名
跡
便
覧
［
第

三
次
修
訂
版
］』（
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
る
。

（
９
）�

佐
藤
悟
氏
が
、『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』
第
16
号

（
一
九
九
七
年
三
月
）
に
お
い
て
影
印
と
解
題
を
紹
介
し
た
『
十
六
画

漢
悪
縁
起
』（
仮
名
垣
魯
文
作
・
落
合
芳
幾
画
、
慶
応
元
年
〈
一
八
六
五
〉

十
月
以
降
・
明
治
元
年
〈
一
八
六
八
〉
八
月
以
前
成
立
）
は
、
興
画
合

の
作
者
を
十
六
羅
漢
に
見
立
て
た
悪
摺
で
あ
る
が
、
同
書
に
お
い
て
紫

玉
は
「
驕
慢
選
者
」
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
如
皐
は

「
破は

那な

阿あ

迦か

選
者
」、
黙
阿
弥
は
「
新し

ら

ば

け

羅
婆
袈
選
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）�

引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、

通
行
の
字
体
に
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。

（
11
）�

引
用
は
、『
ち
く
ま
文
庫　

森
鴎
外
全
集
６　

栗
山
大
膳　

渋
江
抽
斎
』

（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
る
。

（
12
）�

前
掲
『
作
者
店
お
ろ
し
』
の
「
松
島
半
治　

後
ニ
桜
田
治
助
」
の
項
に

は
「
三
代
目
の
半
二
音
助
、
今
三
代
目
桜
田
治
助
左
交
と
名
乗
る
。
深

川
仲
町
山
城
屋
な
り
」
と
あ
り
、
関
根
只
誠
編
・
関
根
正
直
校
正
『
名

人
忌
辰
録
』（
明
治
二
十
七
年
〈
一
八
九
四
〉
刊
）
の
「
桜
田
治
助
三
世
」

の
項
に
は
「
深
川
仲
町
に
住
す
家
号
山
城
屋
と
い
ふ
」
と
あ
っ
て
、
三

代
目
治
助
と
山
城
屋
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
く
、
前
掲
『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』
の
「
桜
田
治
助
」
の
項
目
で
は
「
江
戸
深
川
仲
町
の
山

城
屋
と
い
わ
れ
る
が
、
く
わ
し
い
こ
と
は
不
明
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）�

引
用
は
、
藤
田
徳
太
郎
校
訂
『
岩
波
文
庫　

声
曲
類
纂
』（
岩
波
書
店
、

一
九
四
一
年
）
に
よ
る
。

（
14
）�

最
初
の
二
回
は
「
狂
言
作
者
店た
な

魯お
ろ

誌し

」
と
い
う
題
名
で
掲
載
さ
れ
、
第

三
回
よ
り
「
狂
言
作
者
滑
稽
伝
」
と
改
め
ら
れ
る
。
全
十
五
回
の
所
収

号
数
と
刊
行
年
月
日
、
お
よ
び
見
出
し
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
五
二
八

号
（
明
治
十
八
年
四
月
二
日
刊
）「
戯
序
」、
五
三
一
号
（
同
年
四
月

十
三
日
刊
）「
第
一
章　

元
祖
桜
田
治
助
の
伝
」、
五
三
四
号
（
同

年
四
月
二
十
日
刊
）「
第
二
章　

元
祖
桜
田
治
助
の
伝
（
前
章
の
続

き
）」、
五
三
九
号
（
同
年
五
月
五
日
刊
）「
第
三
章　

鶴
屋
南
北
の
伝
」、

五
四
二
号
（
同
年
五
月
十
二
日
刊
）「
第
四
章　

元
祖
並
木
五
瓶
の
伝
」、

五
四
四
号
（
同
年
五
月
十
六
日
刊
）「
第
五
章　

花
笠
魯
介
の
伝
（
前

編
）」、
五
四
七
号
（
同
年
五
月
二
十
二
日
刊
）「
第
六
章　

花
笠
魯
介
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の
伝
（
前マ
マ

編
）」、
五
四
九
号
（
同
年
五
月
二
十
七
日
刊
）「
第
七
章　

三
世
瀬
川
如
皐
の
伝
」、
五
五
一
号
（
同
年
六
月
三
日
刊
）「
第
八
章　

瀬
川
如
皐
の
伝
（
前
章
の
続
き
）」、
五
五
四
号
（
同
年
六
月
十
一
日
刊
）

「
第
九
章　

瀬
川
如
皐
の
伝
（
前
章
の
続
き
）」、
五
五
七
号
（
同
年
六

月
二
十
日
刊
）「
第
十
章　

篠
田
金
治
の
伝
（
二
代
目
並
木
五
瓶
）」、

五
五
九
号
（
同
年
六
月
二
十
七
日
刊
）「
第
十
一
章　

清
水
正
七
の
伝
」、

五
八
五
号
（
同
年
九
月
十
九
日
刊
）「
第
十
二
章　

奈
川
七
五
三
助
の

伝
」、
五
八
九
号
（
同
年
十
月
六
日
刊
）「
第
十
三
章　

柳
島
浄
瑠
璃
塚

奇
話　

一
名
桜
田
治
助
三
代
記
」、五
九
〇
号
（
同
年
十
月
九
日
刊
）「
第

十
三マ
マ

章　

柳
島
浄
瑠
璃
塚
の
次
回　

一
名
桜
田
治
助
三
代
記
」。

（
15
）�

引
用
は
、東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。引
用
に
あ
た
っ
て
は
、

通
行
の
字
体
に
直
し
、
適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
ル
ビ
は
省
略

し
た
。

（
16
）�

夢
の
趣
向
が
用
い
ら
れ
た
浄
瑠
璃
に
は
、
他
に
『
青あ
お

砥と

稿ぞ
う
し』（
弘
化
三

年
〈
一
八
四
六
〉
八
月
、
市
村
座
初
演
）
の
一
番
目
五
幕
目
に
上
演
さ

れ
た
「
邯か
ん
た
ん鄲
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
「
東
京
大
学
・
高
麗
大
学
共
催　

日
本
語
学
・
日
本
文
学
・

中
国
文
学　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
平
成
二
十
年
二
月
十
九
日
、
於
東
京
大

学
）
で
の
口
頭
発
表
「
三
代
目
桜
田
治
助
小
考―

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
柳

島
浄
瑠
理
塚
奇
話
』
を
め
ぐ
っ
て―

」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
執
筆
に
あ

た
っ
て
は
、
紫
玉
に
つ
い
て
神
林
尚
子
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し

て
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
翻
刻
本
文
中
に
は
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照

ら
し
て
不
適
当
と
思
わ
れ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
時
代
的
背
景
と
作
品
の
価

値
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。


